
平
成
十
八
年
十
月
十
七
日
受
領

答

弁

第

五

一

号

内
閣
衆
質
一
六
五
第
五
一
号

平
成
十
八
年
十
月
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
山
口
俊
一
君
提
出
障
害
者
自
立
支
援
法
の
運
用
と
障
害
者
施
策
の
充
実
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
口
俊
一
君
提
出
障
害
者
自
立
支
援
法
の
運
用
と
障
害
者
施
策
の
充
実
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
利
用
者
の
所
得
区
分
及

び
当
該
区
分
に
係
る
負
担
上
限
額
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
制
度
等
他
の
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
利
用
者
の
所
得
区
分
及

び
当
該
区
分
に
係
る
負
担
上
限
額
と
の
均
衡
を
図
る
観
点
か
ら
設
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
見
直
す
こ
と
は
、

社
会
保
障
制
度
全
般
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

食
費
、
光
熱
水
費
等
の
実
費
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
有
無
又
は
在
宅
若
し
く
は
施
設
入
所
の
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
等
し
く

必
要
と
な
る
費
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
利
用
す
る
障
害
者
（
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
者
を
い
う
。
以
下
七
に
つ
い
て
ま
で

同
じ
。
）
又
は
障
害
児
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
児
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
保
護
者
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す

る
保
護
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
障
害
者
又
は
障
害
児
の
保
護

者
の
所
得
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
し
ん
酌
し
て
、
食
事
の
提
供
に
要
し
た
費
用
及
び
居
住
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
特

一



定
障
害
者
特
別
給
付
費
（
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
を
い
う
。
）
を
支
給
す
る
等
負
担
の
軽
減

を
図
る
仕
組
み
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
食
費
及
び
光
熱
水
費
に
係
る
負
担
に
つ
い
て
は
十
分
配
慮
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

法
に
基
づ
く
利
用
者
負
担
の
上
限
額
に
つ
い
て
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
障
害
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る

者
の
所
得
に
基
づ
い
て
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
一
般
に
世
帯
が
社
会
生
活
上
の
単
位
と
し
て
住
居
及
び

生
計
を
共
に
す
る
者
の
集
ま
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
に
お
け
る
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
の
軽
減
を
図
る
に
当
た
り
、

同
一
世
帯
の
他
の
構
成
員
の
所
得
の
状
況
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。な

お
、
障
害
者
が
、
当
該
障
害
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
（
当
該
障
害
者
の
配
偶
者
を
除
く
。
）
の
扶
養
親
族
（
地

方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
を
い
う
。
）
及
び

被
扶
養
者
（
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
、
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
、
国
家
公

務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
。
他
の
法
律
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公

務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
の
規
定
に
よ
る
被
扶
養
者
を
い
う
。
）
に
該
当
し
な
い
と
き

二



は
、
障
害
者
及
び
当
該
障
害
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
そ
の
配
偶
者
の
み
の
所
得
に
基
づ
い
て
負
担
の
上
限
額
を
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
世
帯
に
お
け
る
生
計
の
実
態
に
即
し
た
取
扱
い
を
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

法
に
お
い
て
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
一
割
を
利
用
者
が
負
担
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
国

民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
に
基
づ
く
障
害
基
礎
年
金
の
み
で
生
活
し
て
い
る
者
等
資
産
が
少
な
い

者
に
配
慮
し
て
、
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
十
号
）
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
負
担
の
上

限
額
を
減
額
す
る
措
置
（
以
下
「
個
別
減
免
」
と
い
う
。
）
を
講
じ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
個
別
減
免
の
適
用
に
際
し
て
、

障
害
者
の
預
貯
金
等
の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
飽
く
ま
で
も
、
個
別
減
免
の
適
用
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
自
ら
の
申
請
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

ま
た
、
個
別
減
免
を
適
用
す
る
に
当
た
っ
て
の
預
貯
金
等
の
額
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
個
別
減
免
が
負
担
能
力

が
低
い
者
の
負
担
を
よ
り
軽
減
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
様
に
低
所
得
者
に
対
し

て
配
慮
を
行
っ
て
い
る
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
条
の
四
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
所

三



得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
十
条
に
基
づ
く
障
害
者
等
の
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
に
お
け
る
非
課
税
限
度

額
等
を
参
考
と
し
て
設
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
妥
当
な
水
準
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
一
割
を
利
用
者
が
負
担
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
つ

つ
も
、
障
害
者
の
家
計
に
与
え
る
影
響
等
の
事
情
を
し
ん
酌
し
て
負
担
の
上
限
額
を
設
定
す
る
な
ど
、
国
民
年
金
法
に
基
づ

く
障
害
基
礎
年
金
の
み
で
生
活
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
も
、
利
用
者
負
担
が
そ
の
範
囲
内
に
収
ま
る
よ
う
、
負
担
の
軽
減
措

置
を
講
じ
て
い
る
。

ま
た
、
法
附
則
第
三
条
第
三
項
に
お
い
て
「
政
府
は
、
障
害
者
等
の
福
祉
に
関
す
る
施
策
の
実
施
の
状
況
、
障
害
者
等
の

経
済
的
な
状
況
等
を
踏
ま
え
、
就
労
の
支
援
を
含
め
た
障
害
者
等
の
所
得
の
確
保
に
係
る
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
」
と
さ
れ
て
お
り
、
就
労
の
支
援
を
含
め
た
障
害
者

等
（
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
障
害
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
所
得
の
確
保
に
係
る
施
策
の
在
り
方
に

つ
い
て
今
後
更
に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

六
に
つ
い
て

四



障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
に
対
す
る
報
酬
の
支
払
方
式
は
、
法
の
施
行
に
伴
い
、
日
々
の
利
用
実
績
は
問

わ
ず
に
毎
月
一
定
額
を
支
払
う
月
払
方
式
か
ら
、
日
々
の
利
用
実
績
に
応
じ
た
日
払
方
式
へ
と
改
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
法
に
よ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
績
に
応
じ
た
利
用
者
負
担
の
導
入
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
複

数
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る
な
ど
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
が

可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
も
、
日
払
方
式
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
日
払
方
式
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
利
用
状
況
等
を
勘
案
し
た
上
で
施
設
の
運
営
に
必
要
な
報
酬
額
を

設
定
す
る
等
の
配
慮
に
加
え
、
一
定
の
条
件
の
下
で
定
員
を
超
え
た
利
用
者
の
受
入
れ
を
認
め
る
こ
と
等
積
極
的
な
規
制
緩

和
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
柔
軟
か
つ
円
滑
な
事
業
運
営
が
可
能
な
制
度
と
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

法
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
障
害
程
度
区
分
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
に
お
け
る
要
介
護
認
定
（
介
護
保
険
法
（
平
成

九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
認
定
を
い
う
。
）
を
行
う
際
の
七
十
九
の
調
査
項
目
に
、

障
害
者
の
特
性
を
よ
り
反
映
さ
せ
る
た
め
新
た
に
設
定
し
た
二
十
七
項
目
を
追
加
し
た
合
計
百
六
の
項
目
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
、
さ
ら
に
、
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
市
町
村
審
査
会
に
お
い
て
医
師
の
意
見
等
を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
検
討
し
た
上

五



で
、
認
定
を
行
う
仕
組
み
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
認
定
調
査
員
に
対
す
る
研
修
を
制
度
化
し
、
認
定
調
査
員
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
障
害
程
度
区
分
の

認
定
の
参
考
と
な
る
よ
う
障
害
程
度
区
分
の
判
定
事
例
等
を
自
治
体
に
情
報
提
供
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
取
組
に

よ
り
、
個
々
の
障
害
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た
適
切
な
認
定
が
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
法
附
則
第
三
条
第
一
項
に
お
い
て
、
法
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
法
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
障
害
程
度
区
分
の
認
定
方
法
等
に
つ
い
て
も
施
行
状
況
を
注
視
し
た
上
で
、
必
要
に
応
じ
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

八
に
つ
い
て

法
附
則
第
六
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部
の
改
正
に
よ
り
、
社
会

福
祉
法
人
で
な
く
と
も
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
医
療
法
人
等
の
法
人
格
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
障
害
者
自
立

支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
四

号
）
等
の
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
小
規
模
作
業
所
も
含
め
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又

は
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
第
五
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

六



実
施
主
体
へ
の
移
行
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
小
規
模
作
業
所
が
こ
れ
ら
の
法
定
の
事
業
へ
移
行
す
る
場
合
に
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
な
る
こ
と
が

多
い
も
の
と
見
込
ま
れ
る
が
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
小
規
模
作
業
所
の
実
態
も
勘
案
し
つ

つ
、
創
作
的
活
動
、
生
産
活
動
そ
の
他
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な
事
業
展
開
が
可
能
と
し
た
こ
と
、
及
び
十
人
以
上
の

人
員
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
規
模
を
有
し
、
か
つ
、
職
員
は
二
名
以
上
で
あ
れ
ば
運
営
を
可
能
と
し
た
こ
と
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
小
規
模
作
業
所
か
ら
の
円
滑
な
移
行
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

法
第
八
十
八
条
に
規
定
す
る
市
町
村
障
害
福
祉
計
画
（
以
下
「
障
害
福
祉
計
画
」
と
い
う
。
）
の
作
成
に
際
し
て
は
、
同

条
第
五
項
に
お
い
て
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
同
条
第

六
項
に
お
い
て
障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
十
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る
地
方
障
害
者
施
策

推
進
協
議
会
を
設
置
す
る
市
町
村
に
お
い
て
は
、
同
協
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
相
談
支
援
並
び
に
市
町
村
及
び
都
道
府
県
の
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
整
備

並
び
に
自
立
支
援
給
付
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
（
平
成
十
八
年
厚
生

七



労
働
省
告
示
第
三
百
九
十
五
号
）
に
お
い
て
は
、
障
害
福
祉
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
留
意
す
べ
き
基
本
的
事
項
と
し
て
、

障
害
者
等
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
障
害
福
祉
計
画
を
地
域
の
実
情
に
即

し
た
実
効
性
の
あ
る
内
容
の
も
の
と
す
る
た
め
に
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
障
害
者
等
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
事
業
者
等
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
に
、
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
具
体
例
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

十
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
の
障
害
者
基
本
法
の
改
正
に
お
い
て
、
同
法
第
三
条
第
三
項
に
「
何
人
も
、
障
害
者
に
対
し
て
、
障
害
を
理

由
と
し
て
、
差
別
す
る
こ
と
そ
の
他
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
こ
と
等
が
規
定
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
啓
発
・
広
報
活
動
の
一
層
の
推
進
に
よ
り
、
国
民
生
活
に
お
け
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

禁
止
理
念
等
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

新
た
な
法
制
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
の
動
向
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
今
後

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。
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